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【
十
一
月
の
行
事
報
告
】 

●
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

九
日
に
公
民
館
、
ダ
ム
記
念

館
、
牛
頸
浄
水
場
前
の
３
か

所
の
花
植
替
え
を
し
ま
し

た
。
婦
人
会
・
食
進
会
・
１

組
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
悠
々
会

に
手
伝
っ
て
頂
き
５
種
類

の
花
苗
を
プ
ラ
ン
タ
ー
や

花
壇
に
植
え
ま
し
た
。
寒
さ
に
耐
え
て
咲
く
花
は
気
持
ち
を
和

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
春
ま
で
咲
き
続
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

●
公
民
館
運
営
協
議
会
視
察
研
修 

年
に
一
度
の
公
民
館
運
営
協
議
会
の
館

外
研
修
、
今
年
は
田
川
石
炭
・
歴
史
資

料
館
を
見
学
で
し
た
。
筑
豊
の
石
炭
産

業
が
栄
華
を
極
め
る
過
程
と
資
料
、
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
山
本
作
兵

衛
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
か
つ
て
の
栄

華
を
陰
で
支
え
た
労
働
者
の
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
、
栄

枯
盛
衰
を
目
の
当
た
り
に
す
る
視
察
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

●
ま
つ
り
南
風 

一
一
日
に
南
コ
ミ
で
開
催
さ

れ
、
写
真
・
絵
画
・
書
・
生
け

花
・
手
芸
・
工
芸
な
ど
が
出
展

さ
れ
ま
し
た
。
牛
頸
か
ら
も
多

数
の
出
展
が
あ
り
、
丹
精
込
め

て
作
ら
れ
た
作
品
、
日
頃
の
精

進
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で
し
た
。
趣
味
の
幅
広
さ
と
奥
の
深

さ
が
見
て
取
れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
展
示
で
し
た
。 

●
第
１
回
牛
頸
須
恵
器
窯
跡
整
備
計
画
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ 

一
八
日
に
南
コ
ミ
に
集
合
し
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
窯
跡
六
カ

所
を
見
学
し
な
が
ら
現
状
の
説
明
を
教
育
委
員
会
ふ
る
さ
と

文
化
財
課
か
ら
受
け
ま
し
た
。
参
加
三
〇
名
弱
で
回
っ
た
今
回

の
見
学
、
小
田
浦
窯
跡
群Ⅰ

地
区
～
後
田
窯
跡
群Ⅰ

地
区
～ 

【
十
二
月
の
主
な
行
事
予
定
】 

一
日 

 

減
災
講
習
会 

ま
ど
か
ぴ
あ 

一
日 

 

隣
組
長
会 

四
日 

 

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
及
び
福
祉
協
力
員

合
同
研
修
会 

 

四
日 

 

人
権
週
間
講
演
会 
ま
ど
か
ぴ
あ 

七
日 

 

南
コ
ミ
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ 

九
日 

 

子
ど
も
会
餅
つ
き 

十
三
日 

災
害
図
上
訓
練 

南
コ
ミ 

十
七
日 

大
野
城
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
ふ
れ
あ

い
教
室 

平
野
小 

二
九
日
～
公
民
館
休
館 

石
坂
窯
跡
群Ⅰ

地
区
～
石
坂
窯
跡
群Ⅱ

地
区
～
石
坂
窯

跡
群Ⅲ

地
区
～
石
坂
窯
跡
群Ⅳ

か
地
区
ま
で
半
日
け
て
回
り
ま

し
た
。
月
の
浦
地
区
か
ら
ト
ラ

ス
ト
共
生
の
森
、
自
衛
隊
射
撃

場
付
近
ま
で
の
今
回
か
ら
次
回

二
五
日
は
牛
頸
ダ
ム
周
辺
五
ケ

所
を
見
学
し
ま
す
。
国
指
定
遺

跡
と
な
っ
た
牛
頸
窯
跡
群
の
活

用
計
画
へ
の
一
歩
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。 

●
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
大
野
城 

二
五
日
午
前
、
牛
頸
の
各
隣
組
で

ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
、
一
斉
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
花
壇
や
公
園
、

河
川
の
清
掃
、
ゴ
ミ
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
回
収
も
さ
れ
地
域
が

綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆

様
の
ご
協
力
の
お
陰
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

【
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い
】 

●
牛
頸
公
民
館
休
館
の
お
知
ら
せ 

一
二
月
二
九
日
か
ら
一
月
四
日
は
休
館
と
な
り
ま
す
。 

ス
エ
ち
ゃ
ん
の
牛
頸
ば
な
し 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

第
七
十
一
回 

牛
頸
の
学
校 

そ
の
一 

 

牛
頸
村
の
教
育
は
江
戸
時
代
の
ほ
ぼ
中
頃
、
享
保
九
年
（
１
７
２

４
）
の
笛
塾
に
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
筑
前
黒
田
藩
に
儒
者
と
し
て

仕
え
た
竹
田
定
直
が
六
四
歳
藩
を
退
職
し
て
、
平
野
神
社
の
北
（
今

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）
に
笛
塾
と
い
う
儒
学
（
朱
子
学
）
の
私
塾
を

開
き
、
定
直
が
亡
く
な
る
ま
で
の
二
〇
年
間
近
隣
の
村
民
に
教
え
て

い
た
と
の
こ
と
、
し
か
し
ど
の
文
書
か
ら
笛
塾
と
い
う
名
前
が
出
て

来
た
の
か
、
私
が
数
年
前
か
ら
調
べ
て
い
ま
す
が
判
明
し
ま
せ
ん
。

福
岡
県
百
科
事
典
、
教
育
史
関
係
、
歴
史
書
な
ど
幾
つ
も
の
本
に
「
笛

塾
牛
頸
に
あ
り
」
と
載
っ
て
い
る
の
で
す
が
そ
の
出
処
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。
古
文
書
な
ど
で
そ
の
存
在
が
判
明
す
れ
ば
、
そ
れ
が
あ
っ
た

場
所
に
「
笛
塾
跡
」
と
記
し
た
碑
を
建
て
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
笛
塾
の
あ
と
は
寺
小
屋
に
な
っ
た
、
と
い
う

の
は
牛
頸
の
あ
る
古
老
か
ら
聞
き
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
明
治
の
初

め
頃
ま
で
続
い
た
よ
う
で
す
。
寺
小
屋
の
先
生
は
全
国
的
に
武
士
、

学
者
、
僧
侶
、
学
識
の
あ
る
町
人
や
百
姓
身
分
の
人
が
や
っ
て
い
ま

し
た
。
牛
頸
で
は
ど
の
よ
う
な
方
が
や
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

寺
子
屋
の
教
本
で
、
安
政
六
年
（
１
８
５
９
）
前
原
市
瑞 ず

い

梅
寺

ば

い

じ

の
物

を
持
っ
て
い
ま
す
が
そ
の
内
容
が
実
に
興
味
深
い
で
す
。
寺
子
屋
で

は
先
ず
「
い
ろ
は
」
か
ら
習
い
ま
す
が
、
人
名
の
読
み
方
・
書
き
方

か
ら
始
ま
っ
て
地
名
、
野
菜
や
果
物
の
名
、
冠
婚
葬
祭
の
熨
斗

の

し

袋
の

字
、
金
銭
関
係
、
借
用
書
な
ど
証
文
の
書
き
方
、
手
紙
文
の
見
本
な

ど
実
生
活
に
す
ぐ
役
に
立
つ
手
本
が
続
き
ま
す
。
そ
の
本
は
瑞 ず

い

梅 ば
い

寺 じ

村
の
直
太
郎
と
い
う
二
〇
歳
の
若
者
の
物
で
す
。
昔
の
人
は
図
の
よ

う
な
崩
し
字
を
習
っ
て
い
た
の
で
す
。 

竹
田 

準 

 

上
段
文
字 

博
多
、
箱
崎
、
宰
府
、

宝
満 

 
 
 
 
 
 

 

下
段
文
字
左 

五
両
、
右
之
金
子
、
た

し
か
に
、
受
け
取
り
申 
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